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鉄道文化財の保存を考える 青木栄一

鉄道が交通機関として用いられるようになってからすて‘に百数十年、 H

本の鉄道だけを考えても百年以上の年月が経過している。その間、鉄道は

一般の人々の日常生活にとってなくてはならない交通機関となった。その

意味て鉄道は一つの文化財て‘あり、私たちが先祖から伝えられた貴重な文

化遺産といえるて‘‘あろう。

しかし、鉄道を文化財としてみる習慣は日本てはまだ十分定着しておら

ず、その重要性を鉄道史研究や産業考古学の活動を通じて、学校教育やマ

スコミのレベルて広くアピールする必要があると思う。

百数十年の歴史のなかて、鉄道そのものも大きな発達を示し、鉄道を支

える技術も、人々の利用形態も絶えず変化してきた。たとえば蒸気機関車

や古い形態の路面電車は技術革新やモータリゼーションの前に消えつつあ

るし、駅舎や橋梁などの鉄道施設もより機能的なものを求める動きのなか

て更新されつつある。このような鉄道にかかわるさまざまの文化財のなか

から価値あるものを保存し、私たちゃ私たちの祖先の生活のなかに生きた

鉄道文化財を後槻にのこすことは、私たちの世代の義務てあると思う。

H 本における鉄道文化財保存の現状をみると、 もっぱら鉄道企業の経費

負担によって行なわれているが、このことは恒久的な保存や文化財として

の活用などの面からは必ずしも好ましいとはいえない。今後は地方文化の

一環という認識の上に立って、地方自治体や地方史博物館がこの問題に関

心をもつようになることを期待したいが、それ以上に一般の人々の 1 人 1

人が費用や労力を提供しての保存運動が必要てあろう。欧米諸国における

鉄道文化財保存は一般の人々のポランティア活動に支えられていることを

銘記すべきてある。また、ナショナルトラストがこれまての文化財保存の

経験やノウハウを保存活動に生かすことを期待したい。

鉄道文化財の保存は諸施設や車両を博物館などに静態展示するだけてな

く、鉄道のシステム全体を生きた状態て保存する動態保存を是非考えたい。

すてに梅小路蒸気機関車館や大井川鉄道における実績と経験の積み重ねが

あるが、そこては保存のための組織のあり方や維持のための経費の負担、

地域社会とのかかわり方、技術の伝承の困難さなど多くの問題点が明らか

にされている。

以上のようなさまざまの問題点をふまえて、鉄道文化財の保存運動を長

期的な展望に立って進めてゆかねばならないと思う。
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保存とアマチュアリズム 小池滋

まず基本原則として忘れてならないことは「おカミにお願いする」とい

うような甘えた姿勢を捨てることてしょう。

正確に言うならば、現在 H 本には「おカミの」鉄道などないのて‘す。と

ころが、いまだに国鉄や私鉄にお願いして、何とか無理して項いて古い施

設・車両などの保存をはかろうとする気持が、強く残っていることは否定

てきますまい。そうした鉄道企業体が裕福て、お金が余るほどあるならそ

れてよろしいてしょうが、現状ては赤字に悩み、人員整理さえやらねばな

らぬわけて‘、そのために古いものをどんどん捨てようとしているのて‘す。

そうした時に、捨てたものに対して、さらにお金や人員を注ぎ込んて下さ

いとお願いしても、承知して貰えるはずはありません。

だから、その捨てられた一ーまたは、捨てられようとしている一一貴重

な文化財を守ろうというなら、それは鉄道企業体の外にいる人間が、手弁

当て自腹を切ってやるしかないのは、当然のことてす。

もちろん、鉄道企業体に属するプロの人たちは、それぞれの車両・施設

について、長年のうちに身に着けた深い広し知識を持っているわけて‘すか

ら、それを教えて項＜ことはぜひ必要て｀す。外部のシロウトは謙虚にそれ

を学ぶべきてしょう。

しかし、それ以上の過大な要求を、まるて当然てあるかのようにつきつ

けるのは、無理難題というものて、いかに鉄道文化財を守ることが、後世
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に対する必要な義務とはいえ、相手に犠牲を強要してまて‘ゴリ押しする権

利は誰も持っていません。

結局のところ、実行に当たってもっとも必要なのは、個人対個人の信頼

関係、紳士協定に基づ＜交渉ということになります。具体的な例について

は、イギリスの保存鉄道の場合などを考えることがよいてしょうが、大切

なのは皆がアマチュア—愛する人になることて‘す。

地域社会』呆存のかかわり 村上光彦

江の電は、住宅地を突っきるようにして走る単線運行の電車てある。地

所の余裕がないのて複線化は不可能だし、沿線住民にとっての騒音公害や

事故の危険を考慮すれば速度も出せず、 したがつて増発によるサーヒ”ス向

上がて‘きない。これまては、単コロから二輛、さらに四輛連結へと、車輛

数を増やして配車を工夫するほかに利用者増対策がなかった。

しかし、江の電の現状は安定している。周辺地域の人口が飽和状態に達

して、 H 常的利用者の急激な増大は止まった。さいわい、江の電の乗客は

地域住民と観光客という二種類から成り、その利用時間帯はずれている。

平日の通勤・通学客のラッシュアワーは観光客と無縁だし、正月やゴール

デンウィ一クなど、観光客が殺到する時期には地域生活者は混雑を避けて

なるべく乗車しない。江の電の二重性格は矛盾しあっているわけてはない。

それに、近代化の遅れによる古風な印象が、かえって観光客の郷愁をそそ

る結果となった。

保存の体験と問題点 白井昭

大井川鉄道は、昭和45年に明治生れの名機B6 形 SL の保存を始めて以

来、歴史的価値のある電車、鉄道施設、古典レーJいなどの保存を進めて米

た。この経験をふまえての今後の問題として、先づ文化財を大切にしたい

と云う美しい心だけては保存はてきない、そのためには多くの費用が掛り、

その手当てなくしては進められないことがある。特に保存を始めることよ

りも、保存を続けることに多くの費用を要するのて、以後の維持のメドを

たてることが必要て‘ある。

今後、国鉄、私鉄とも、鉄道企業だけて‘鉄道文化の保存はむつかしく、

市民参加のナショナルトラスト等への移行、あるいは協力の体系を見出し

て行かなけれぱならない。

費用とは別に保存のための技術的問題点があり、運転と保守のうち保守

の方が困難て‘ある。また部品などハード面と、保守技術員などソフト面の

両立が必要てあるが、人材の継承が最大の問題となっている。
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